
別紙　１

①

②

③

④

指定管理者による公の施設の管理状況評価（令和７年度分）

名　　　称 栃木市勤労者総合福祉センター

所　在　地 栃木市今泉町１丁目２番７号

名　　　称 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社

所　在　地 東京都調布市調布ヶ丘三丁目６番地３

（１）平等利用の確保とサービス向上の取組み

施設の設置目的や特性に基づいた施設運営の基本方針が明文化され、職員が適切に理解しているか

施設予約や利用方法等について、市民の誰もが利用しやすい利便性と平等性確保の配慮がなされて
いるか

アンケート調査等により、利用者等の意見を把握し、運営に反映させる取組みを行っているか

利用者等からの苦情や意見などに対し、適切な取組みを行っているか

指標名 計画値 実績値

利用案内掲示数 11ヶ所 11ヶ所

利用者アンケート数 250件 348件

利用者意見反映数 3件 3件

利用者満足率 95% 99%

参加者アンケート数 450件 805件

業務改善数 2件   16件

第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点 評価ランク 評価指数 評価点

①利用案内や掲示は計画通りに11ヶ所に掲示し、施設運営の基本方針をサポートスタッフを含めて全員が
十分に理解し、利用者様のご理解とご協力のもと、施設の管理運営に努めました。　　　　　　　　

②施設の利用にあたっては基本条例に基づき、平等性の確保に努めると共に利用者の立場に立って誰もが
利用しやすい様に致しました。貸室予約の受付時間を厳守し、自主講座は定員を超えた場合は厳正な抽選
を実施して平等性の確保に努めました。 

③1・2階ロビーのアンケート箱の設置と共に、対面で手渡しやWebによるアンケートの協力を頂き、利用者アン
ケートは348件で計画値を達成し、満足率が99％でした。また、他の公共施設にご協力頂き施設利用者以外を対象
に多方面から公正な意見や要望をお聞きする為のアンケート調査を実施し運営に反映致しました。参加者アンケー
トは805件（自主講座参加者658件・イベント参加者147件）で計画値を達成し満足率は98％でした。学生から地元
自治会の方まで幅広い世代に協力頂きました。
【アンケートの意見反映】
・利用者アンケート3件 ①トイレ温便座コンセント設置②温冷扇風機3台追加③ホール床が滑りやすい⇒職員の
ワックスがけを追加　
・参加者アンケート2件 ①1・2階南側ドアクローザーの交換②滑らないマットに変更　
【業務改善数】
<サービスの提供> ①古本リサイクル活用で書籍増加②子育て世代の就労支援個別相談を実施③クリスマスツリー
展示
<アンケート> ④他の公共施設へのアンケート⑤貸室避難所アンケート自治会・学生⑥アンケート協力者に粗品配
布
<婚活支援> ⑦ふれあいパーティー早期申込特典「ハッピー占い」ご招待⑧婚活専用リーフレット⑨恋来いレター
webお悩み相談
<エコ・防災の推進> ⑩サマーエコジョイキャンペーン風鈴工作開催⑪手作り防災品や防災備蓄品展示⑫楽々ECO講
座動画配信
<安全対策> ⑬水道メーターの点検数増加⑭防犯カメラの更新⑮防犯用ヘルメット⑯塩素系取扱い責任者の配置

④頂いたご意見・ご要望は真摯に受け止め「皆様からの声にお応え致します」として返答し、ホームページに掲載
すると共に館内ロビー、全貸室に掲示して利用者様とのコミュニケーションを図りました。日頃から利用者様とコ
ミュニケーションを図ることを心掛け、苦情はありませんでした。　

施　

設
施設内容

市内の中小企業等に働く勤労者及び市民の福祉の増進と余暇活動の充実を図り、勤労
意欲と生活の向上に資する施設

指
定
管
理
者

主な業務内容 社会サービス（給食・施設管理・人材派遣）

評
価
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素

評
価

配点

25 Ⅰ 1.0 25 Ⅰ 1.0 25
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定
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者
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所
管
課
コ
メ
ン
ト

・予約の受付時間の厳守や自主講座等の厳正な抽選など、平等、公平な施設利用に努めている。また、利
用者の意見を反映する工夫をし、利用者の満足率を高めていることが評価できる。
・アンケート集計数は計画値を大幅に上回っており要望を把握し、積極的に意見反映や業務の改善に取り
組んでいる。
・計画値を大幅に上回った業務改善数から見ても利用者に寄り添った対応をしていることで苦情がなかっ
たことも評価できる。

管
理
状
況
評
価
指
標
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別紙　１

①

②

③

④

（２）施設の効用を最大限に発揮する取組み

施設の設置目的に基づいた事業計画通りに管理運営をしているか

広報活動等（広報紙、ケーブルＴＶ、ホームページ、ＳＮＳ等）による新規利用者の増加に向け
た、効果的な取組みを行っているか

開館時間の延長及び新規事業等による新規利用者の増加に向けた、効果的な取組みを行っているか

地域住民や関係団体等との連携や協働による事業等、利用者や地域住民の満足度を高める取組みを
行っているか

指標名 計画値 実績値

利用者数 29,000人 35,492人

広報紙発行部数 1,500部 1,650部

新規事業数 1事業 2事業

地域との協働事業数 1回 　　　      2回

協働等事業参加者数 延べ25人 延べ29人

第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点 評価ランク 評価指数 評価点

①職員は施設の設置目的や特性を理解すると共に施設内には基本方針を明文化して掲示し適切な施設運営に努めま
した。事業は年度事業計画に基づいて新規及び継続事業等を実施致しました。利用者数は計画値を上回る35,492人
の利用がありました。

②施設の広報誌「きんぞう新聞」6回1500部と子育て世代を対象にした「ちびぞう新聞」3回150部、合計1650部発
行いたしました。広報誌には発行番号を記入しラッキー番号に記念品を進呈し、来館への誘因に努めました。ホー
ムページの更新は年間88回、運営状況やイベントの告知から報告まで公共施設として鮮度と信頼性の高い情報を提
供致しました。また、イベントの告知や報告を中心にフェイスブック20回、Xを27回、若年層向け情報発信のツー
ルとして投稿しました。情報発信はイベントに携わる職員自ら行う事で、より具体的に、わかりやすく、親しみと
興味を持って頂く内容で広報活動に努めました。
・新たに婚活専用のリーフレット「良縁パスポート」を作成し、活動内容の周知に努めました。
・施設内の“良縁インフォメーション”コーナーでの婚活支援情報の提供をはじめ、ホームページにて婚活支援情
報「恋♥来いレター」を発信致しました。婚活に関するweb 相談窓口「恋・来いレター受付ポスト」へ要望・相談
等が5件寄せられ、個人相談に対応し、イベント参加に繋がる様努めました。

③【新規事業】 2件
・ボランティア講師による勤労者の余暇のリフレッシュ講座（選挙会場の為中止）　
・婚活支援、栃木県民の日企画、婚活同窓会、少子化対策、ふるさと回帰のきっかけとなる様努めました
・リユース活動として、施設ロビーに０円BOXを設置　　リサイクル品提供者（40名）
【継続事業】
・婚活支援ふれあいパーティーは平成21年度から73回開催し366組のカップルが成立致しました。今年度はふれあ
いパーティー3回を開催し、婚活デビュー割、早期申込特典キャンペーンを実施し、新規参加者増加に繋がりまし
た。また、Webお悩み相談（5件）に対応致しました。
・親子GOEN Café　家庭の日の無料イベントとして開催（GOENクリスマス会）
・健康な生活への支援（生活習慣病予防講座・体力測定講座・救命講習）
・勤労者の為の講座開催（就活支援のマザーズセミナー・ハッピー占い）                    
・熱中症予防×ECOイベントにて風鈴を作成し館内に展示                    
・勤労感謝イベント～ありがとうを伝えよう～を開催
・広報誌きんぞう新聞ハッピーナンバーキャンペーン開催                    
・勤総フェスティバルを開催し自主講座の無料体験と屋外にて模擬店を出店                    
・リユース活動として「０円マルシェ」の開催                    
・エコ講座「米ぬかを使った消臭剤作り」講座開催＆動画配信            
・自主講座等参加者数は延べ7,051人（添付資料　施設利用状況を参照）                    

④隣接する泉寿園・いまいずみ児童館は、駐車場の共有や利用者の併用もあり、お互いに連携を取り情報の共有に
努めました。
・栃木市消防署様にご協力を頂き救命講習を実施致しました
・栃木市健康増進課様により生活習慣病予防講座を開催致しました。
・スポーツ課様に備品借用し、利用者の体力測定を実施し健康の維持、向上への支援に努めました。
・地元自治会や学生の利用者に防災や避難所についてのアンケートを実施し、防災意識の高揚を図ると共に、施設
の周知に努めました。   

評
価
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管
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・利用者数が計画値を大幅に上回った。多世代に向けた特色のあるイベントの企画や、情報発信に取り組
んでおり利用者を呼び込むことができていたことが評価できる。
・利用者のニーズを反映した新規事業を積極的に取り入れており、利用者増加に繋がっていると評価でき
る。
・隣接施設と連携し情報共有に努め、利用者と共に救命講習や糖尿病予防講座を実施する等、地域住民や
関係団体等との連携もできていたことが評価できる。
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別紙　１

①

②

③

④

（３）施設経費の削減の取組み

指定管理料、利用料金等の収支手続について、適切で透明性の高い管理をしているか

サービスの質を確保した経費削減の取組みを行っているか

清掃、警備、保守点検など、業務の一部委託等をする場合、複数業者からの見積合わせなど、経費
削減等に考慮して適切に行っているか

施設、備品等の管理について、適切に維持管理し、省エネ、省資源、環境配慮物品の購入など環境
への配慮を適切に行っているか

指標名 計画値 実績値

経費削減額 110,000円 184,645円

経費削減率 4.20% 7.15%

見積合せ実施数 3件 3件

施設、備品修繕等数 7件 5件

備品等更新数 4件 5件

第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点 評価ランク 評価指数 評価点

①指定管理料や利用料金は、弊社社内規定「指定管理契約の会計処理について」及び「店舗金銭等取扱基準」に基
づき、売上金等の取扱いは3重体制でチェックすると共に、施設での現金の引出しが出来ない体制を取り適切に管
理致しました。

②施設経費の削減はサービスの質を確保し、利用者様の立場に立ってご不便のない範囲で経費の削減に努め、事務
経費の削減額・削減率共に計画値の達成に至りました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ホームページの更新やイベント用のチラシ作成等職員が協力して手作りし、備品の修理も費用対効果を考慮しな
がら、業務に支障のない範囲で職員が行う事でコスト削減に努めました。

③適切な修繕計画に基づき、緊急性、重要性を優先して今年度は5件の修理を実施致しました。
・施設の修理や業務の外部委託は見積合わせを行うと共に実施内容を確認し、一括できる委託先を選定して、ス
ケールメリットを活かし経費削減に努めました。
・日常清掃や滑り止めのワックスがけは職員が行い、修理は費用対効果を考慮し、簡単な修理は業務に支障のない
範囲で職員が行う事でコスト削減に努めました。　　　　　　

④施設の備品は公共施設の備品である事を認識し取扱いに十分注意して活用すると共に、備品管理台帳に基づいて
適切に管理致しました。
・施設の電気使用量を「電気の情報広場」として東日本大震災から毎月、館内やホームページに掲載し、利用者様
と一緒に節電に努めました。
・コピー用紙や消耗品等は、出来る限り再生品やグリーンマーク品を購入し、日常業務に於いてはペーパーレスを
心掛け、ご利用者様には可能な範囲でWebでのアンケートのご協力をお願いし、環境への配慮に努めました。

評
価
要
素

管
理
状
況
評
価
指
標

評
価

配点

15 Ⅱ 0.8 12 Ⅰ 1.0 15

指
定
管
理
者
コ
メ
ン
ト

施
設
所
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課
コ
メ
ン
ト

・収支手続きは社内規定に基づき適正に行っている。
・物価高騰の中ではあるが利用者に不快感を与えない範囲で経費削減に取り組んでいる。2社以上の見積
合わせを行い優先順位をつけて施設や備品修繕を実施したことが評価できる。
・施設の電気使用状況を見える化し、利用者と一緒に節電に取組む姿勢を高く評価する。
・サービス低下に繋がらないことを前提としながら、継続して経費削減に努めていただきたい。
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別紙　１

①

②

③

④

⑤

（４）施設の管理を安定して行うための取組み

施設の適正管理に必要な職員の配置及び管理運営体制が確保されているか

職員の望ましい勤務形態及び育成指導、研修等が十分に確保されているか

職員の福利厚生は充実しているか

団体の財政状況等は健全であるか　＜別紙参照＞

各種税金や社会保険料等は適切に納められているか

指標名 計画値 実績値

人員配置数 5人 5人

研修会開催数 6回 7回

研修会参加者数 27人 38人

勤務時間数（1人当り） 40時間/週     　40時間/週

経営収支比率 104.00% 103.47%

第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点 評価ランク 評価指数 評価点

①運営方針を十分に理解した職員を配置し、防犯対策につきましても防犯カメラを広範囲に確認できるようにいた
しました。また、緊急時や繁忙時のイベント開催時は応援サポート体制を強化し、安定した施設管理に努めまし
た。

②エリアマネージャーが施設職員から随時施設の状況報告を受け、「報告・連絡・相談」を密に指導育成を行い 
「スキルアップ研修」「救命講習」「個人情報保護」「マナー研修」「ワークサポート研修」は職員全員が受講
し、学んだ知識を日常業務に反映する事で安定した施設運営に努めました。研修や個人情報の確認テスト等はWeb
システムを活用し職員の理解度の把握と向上に努めました。
・弊社宇都宮営業所で運営管理している指定管理者施設との情報共有を図りました。
・職員は施設運営に役立つ知識の習得を心がけ、日常業務やイベント・講座企画の反映に努めました。

③弊社は社員の福利厚生を主目的とした友愛会制度（表彰制度、財形貯蓄制度、慶弔・傷病見舞金、結婚・出産、
入学祝金等）があります。社員同士の親睦、余暇の充実を目的に親睦会を開催し、心身の健康と勤労意欲の向上に
努めています。また、ワークライフバランスの充実を図り、産休・育休や介護休暇等が取りやすく、妊娠中及び出
産後の勤めやすい職場への異動の対応等、子育て世代に働きやすい環境を提供しています。

④健康保険料・厚生年金保険料及び各種税金は適切に納付しています。また利用者に対しては、職員として、コン
プライアンスを熟知し、親切な対応に努めました。

⑤弊社の経常利益比率は103.47%であり法人としての財務状況に問題はなく指定管理者としての運営にも問題はあ
りません。

評
価
要
素

管
理
状
況
評
価
指
標

評
価

配点

20 Ⅱ 0.8 16 Ⅱ 0.8 16

指
定
管
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者
コ
メ
ン
ト

施
設
所
管
課
コ
メ
ン
ト

・運営方針を理解した職員の配置については計画値どおりであり、適正といえる。
・施設職員として必要な知識に関する研修会を開催しており、職員資質向上に努めている。
・会社の経常収支比率においては、財務状況に問題なく施設運営にも問題ないと思料される。
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別紙　１

①

②

③

④

（５）施設の安全対策、危機管理体制の取組み

日常の安全点検及び法定点検等の安全対策を行っているか

緊急時の危機管理体制等が確立されているか

避難訓練や防災訓練を適切に行っているか

具体的な個人情報保護対策を行っているか

指標名 計画値 実績値

定期安全点検実施回数 2回/年 2回/年

事故発生件数 0件 0件

危機管理講習参加者数 5名 6名

訓練実施回数 2回 2回

訓練参加者数 延べ50人 延べ70人

第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点 評価ランク 評価指数 評価点

①施設は市有建築物と心得て適切な点検計画を組み法定点検、定期点検、日常点検を実施し、故障や危険箇所を早
期発見して修繕等を行う事で設備の延命化・劣化対策を図り安全な施設運営に努めました。
・「巡回チェック表」に基づき毎日施設内外の見回りを実施しました。
・非常時に使用する設備の消火器やAEDバッテリー等も定期的に点検しました。
・水道メーターの使用量の点検を毎週チェックして漏水の早期発見に努めました。
・広範囲監視可能な防犯カメラに更新し、施設の防犯強化に努めました。

②緊急時の対応は、事務所内に掲示の「危機管理マニュアル」に従い、職員は適切な対応を迅速に行えるように致
しました。施設独自の危機管理マニュアル（事故、地震、火災、気象情報等）令和7年度版に従い施設運営を行い
ました。猛暑時は、熱中症対策の為、自主講座の利用者をはじめ、ご利用団体には個別での対策を促すと共に、大
雨、大雪に等による自主講座の休講時はホームページに掲載すると共に、できる限り参加者様に緊急に連絡すると
共に、担当課様に状況を報告し迅速な対応で安全管理に努めました。

③避難訓練は栃木市消防署様に水消火器を借用し、利用者参加型の避難訓練を年間2回（9月・2月）実施し延べ70
名にご参加頂きました。
・栃木市消防署様のご協力を頂き当施設主催の救命講習（救命入門コース）を開催し参加者17名と一緒に職員も
AEDの取り扱い等を学び知識の習得に努めました。
・施設主催の救命講習用以外にも健康増進課様主催の「AED講習」に職員が参加しました。

④弊社は一般財団法人日本情報経済社会推進協会のプライバシーマークを取得しています。業務にあたっては弊社
個人情報保護方針や個人情報保護関係法令及び栃木市個人情報の保護に関する法律施行条例を遵守致しました。全
職員が個人情報保護研修としてwebシステムを使っての研修と「個人情報理解度テスト」を実施し個人情報保護対
策に致しました。
・施設においてお預かりした個人情報の管理は、鍵付きの書庫にて書類を管理すると共に、個人情報が適切に管理
されているかを全職員が十分注意し「PMS：個人情報保護マネジメントシステム」に従い毎日やるべき事項の確認
を月1回は必ず実施する等、複数の対策を実施して情報漏洩の防止に努めました。

評
価
要
素

管
理
状
況
評
価
指
標

評
価

配点

20 Ⅰ 1.0 20 Ⅱ 0.8 16

指
定
管
理
者
コ
メ
ン
ト

施
設
所
管
課
コ
メ
ン
ト

・巡回チェック表による毎日の施設内外の巡回や適切な定期点検を実施したことで、故障や危険個所の発
見から修繕に繋がり、事故の発生件数0件を達成した。
・施設独自の「危機管理マニュアル」を作成していることで危機管理意識の向上に繋がったことが評価で
きる。緊急時の対応については、今後も引き続き気を配っていただきたい。
・避難訓練参加者数は計画を上回り、利用者と非常時の対策と対応を共有できたことが評価できたものの
R6年度の実績（延べ100人）を考慮し次年度以降より多くの利用者に参加いただき非常時に備えていただ
きたい。
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別紙　１

第１次評価点 第２次評価点 第３次評価点

（指定管理者評価） （施設所管課評価） （選定委員会評価）
評価結果 配点

（１）平等利用の確保と
　　　　サービス向上の取組み 25 25 25 24.5

（２）施設の効用を最大限に
　　　　発揮する取組み 20 20 20 19.5

（３）施設経費の削減の取組み 15 12 15 13.8

（４）施設の管理を安定して
　　　　行うための取組み 20 16 16 16.7

（５）施設の安全対策、
　　　　危機管理体制の取組み 20 20 16 16.3

評価点合計 100 93 92 90.8

総合評価 A（優） A（優） A（優）

　第３次評価（選定委員会評価）

選
定
委
員
会
コ
メ
ン
ト

・長年指定管理業務に携わっている自社グループのノウハウを活かした管理運営をされている点は評価し
たい。
・利用者へのサービス向上に努めるとともに、アンケートを様々な形態で収集したことで、計画値を上回
るとともに満足度９９％と高評価を得た点は評価したい。
・地域交流事業や婚活支援事業に長く取り組んでおり、また幅広い世代の利用者のニーズに合わせた事業
展開も評価したい。利用者が多世代にわたる特色を活かし世代間交流事業なども検討してほしい。
・広報誌等により積極的に情報発信している点は評価したい。今後利用者の裾野を広げるため、インスタ
などのＳＮＳも活用してほしい。
・節電対策等を継続しているほか、各種業務委託を一括発注するなどスケールメリットにより経費節減に
取り組んでいる点や設備の延命化・劣化対策を評価したい。
・少人数のスタッフによる運営が過重負担となっていないか危惧される。
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別紙　１

（４）施設の管理を安定して行うための取組み ≪ 別 紙 ≫

④　団体の財政状況等は健全であるか

直近３ヵ年の情報を記入してください。

　※　経常収支比率について　　

決算年次 令和5年度 令和6年度 令和7年度

資産総額 11,077,213,931 12,846,146,880 13,912,843,760

売上高 43,169,711,984 45,897,752,247 52,394,430,980

経常利益 1,620,913,049 1,781,865,432 1,769,602,467

当期利益 907,685,435 1,137,616,634 1,057,858,648

経常収支比率 103.9% 104.0% 103.47%

決算年次 令和5年3月期 令和6年3月度 令和7年度

経常費用 41,677,281,159 44,250,089,779 50,813,858,697

経常収益 43,301,492,416 46,035,047,434 52,575,248,514

経常収支比率 103.90% 104.00% 103.47%

○経常収益（営業収益＋営業外収益）÷経常費用（営業費用＋営業外費用）×100で求めます。

指定管理者コメント

　本指標は、会社の資金繰りの実態を示す指標です。
　この数値が100％未満であると銀行借入などをしなければ営業活動ができなくなると
いわれているものであり、経常損失が生じていることを意味します。

　当社を取り巻く事業環境は、少子高齢化社会が及ぼす人手不足等の社会課題の蓄積やコロナ禍を
起因としたライフスタイルの変換など、目まぐるしく変化していく社会情勢への適応力が一層求め
られる大きな変換期を迎えています。
　政府が掲げる「地方創生」政策のもと、地方創生の推進に向けた施策に政府・地方自治体一丸と
なって取り組んでおり、地方自治体においては財政健全化と地域活性化のため、自治体が提供する
サービスを民間に委託するニーズは高まっております。さらに、住民サービスの効率的な運用を目
指した施設の統合が進められるとともに、少子高齢化による行政サービスのコストアップと人手不
足が、行政サービスのアウトソーシング市場を確実に伸長させる要因となっております。
　このような環境の中、成長ドライバーとして特に力を入れている学童保育・児童館・子育て支援
受託業務においては、多様化する子育てニーズに応えるべく、培ってきたノウハウを駆使したコン
テンツの開発がご好評いただくなど、多くの自治体からの案件を受託しております。
　施設管理・図書館運営および学校給食受託業務においては、PFIを活用した複合施設や学校給食セ
ンターの受託運営を開始したほか、自治体及び家庭の課題解決の一環として、学童保育の長期休業
期におけるランチ提供を開始致しました。また、行政支援経験を活かしたサービスによる施設の安
全性や利便性、運営効率の向上を推進してまいりました。
　以上の結果、売上高合計は523億94百万円（前年同期比14.2%増）となり、営業利益は15億95百万
円（前年同期比3.1％減）、経常利益は17億69百万円（前年同期比0.7%減）となりました。また、法
人税を計上したしたこと等により、当期純利益は１０億57百万円（前年同期比7.0%減）となりまし
た。　　                   
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